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͎. χӗ τḩβϥ ☼├

①輸送の安全が最も重要であるという意識を徹底し、安全管理規程に定められた

事項及び関係法令を遵守します。

②輸送の安全に関する費用支出及び投資を積極的かつ効率的に行うよう努めます。

③輸送の安全に関する内部監査を行い、必要な是正措置又は予防措置を講じます。

④輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要な情報を伝達、共有します。

⑤輸送の安全に関する教育及び研修に関する具体的な計画を策定し、これを的確に実施します。

⑥傘下のグループ企業と密接に協力し、一丸となって輸送の安全性向上に努めます。

⑦管理の受委託に係る委託事業者及びその他関係業務に係る委託事業者と相互に協力し、
輸送の安全性の向上に協力するよう努めます。
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4
͏. χӗ τḩβϥ ẉό ệ

2024年度目標及び結果

●安全スローガン

「まず止まれ」「まず確認」「まず報告」

＜安全行動＞

停車時 止まったら サイドブレーキ 確実に

二段階バック 駐車枠 手前で止まり 後ろよし

車内点検 閉扉前 必ず車内 ジグザグに

●ＣＳスローガン

バス停付近は速度を落としてよく確認！！乗っていただこう あと一人

●重点目標

①重大事故発生件数 目標 ０件 ⇒ 結果 １件 ※第二当事案

②健康に起因する事故発生件数 目標 ０件 ⇒ 結果 ０件

③重点防止事故発生件数 目標 ３０％削減 ⇒ 結果 ２８.１％削減
【追突、後退、構内、歩行者、二輪車、車内（バス停発進時、過失による急制動）、扉】

④飲酒、酒気帯び出勤 目標 撲滅 ⇒ 結果 未達成 ※飲酒運転事案なし

⑤ＣＳ推進

お褒め件数 目標２％増加 ⇒ 結果 １８.１％減少

苦情件数 目標５％削減 ⇒ 結果 ７.６％削減

●輸送の安全に関する投資額 予算１７.３億円 ⇒ 結果 １０.８億円

＊バス車両更新、増車に伴う投資 予算１５.７億円 ⇒ 結果 ９.８億円

＊自動車事業本部従事員の教育指導実施に伴う投資 予算 ０.８億円 ⇒ 結果 ０.６億円

＊安全管理体制強化に伴う投資 予算 ０.８億円 ⇒ 結果 ０.４億円

（安全設備導入、ＳＡＳ・脳ドック検査・健康診断法定外項目の充実）

安全CSスローガン
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͐. χӗ τḩβϥễӾẉόᾆ χם☼ ệ
2024年度

（１）社長、安全統括管理者の職場巡視（７回）

（２）安全輸送推進委員会（４回）

（３）安全管理会議の開催（１２回）

（４）経営管理部門管理職による早朝・夜間点呼立会い（２７回）

（５）営業所事故防止対策委員会（延べ９６回）

（６）営業所責任者教育（階層別研修・運行管理者一般講習等）（延べ３５５名）

（７）安全運転セミナーの開催（３６回）

（８）年度目標ドラレコ講座の開催（１，５６９名）

（９）運転士教習・スキルアップ教育(入社３年未満)・新任運転士教習・エルダー教習・指導運転士教習等の実施（延べ７３４名）

（10）外部機関研修（クレフィール湖東等）の実施（７５名）

（11）ナスバネット等による適性診断の実施（６０６名）

（12）ＣＳミーティングの開催（延べ６８回）

（13）無事故無違反チャレンジコンテストへの参加（大阪・兵庫・京都 計１２５チーム １，５５８名）

（14）睡眠時無呼吸症候群（SAS）検査の実施（４１３名）

（15）脳ドック検査の実施（３７６名）

（16）代替車等の導入（３６両）

（17）一般路線バスへのＬＥＤヘッドライトの導入（装着率１００％）

（18）一般路線バスへの左サイドビューカメラの設置車両の導入（装着率３２.３％ ２７１両/８３８両）

（19）一般路線バスへの右アンダーミラーの設置車両の導入（装着率 ８４.０％ ７０４両/８３８両）

（20）優良運転士表彰の実施及び社長等と受賞者代表による座談会の開催（７月）

（21）第５回ドライバーズコンテストの開催（５月）

（22）緊急事態対策訓練の実施（地震発生時の乗客避難誘導訓練他）（９月、１１月）



2024 年度

第２条第３号に関する報告（死者又は重傷者を生じた事故） １件

同上第９号に関する報告 （運転士の疾病） ０件

同上第１１号に関する報告（車両故障） ２３件

͑.ꜛ Ⱨᾮכּ ⁮ṛ 2 τṛ βϥⱧᾮτḩβϥ ὓ
6

β第２当事者事案



7
͒. χӗ τḩβϥὓᵊ

2025年度目標と計画

●安全スローガン

「まず止まれ」「まず確認」「まず報告」

＜安全行動＞

交差点 アクセルを ゆるめて徐行 事故防止

後退時 駐車枠 手前で止まり 後ろよし

自転車 不規則な 二輪の動きを 予知予見

●ＣＳスローガン

正確な運行で安心を提供し 笑顔で謝辞を伝えよう

●重点目標

①重大事故発生件数 目標 ０件

②健康に起因する事故発生件数 目標 ０件

③重点防止事故発生件数 目標 １６％削減
【追突、後退、構内、歩行者、二輪車、車内（バス停発進時、過失による急制動）、扉】

④飲酒、酒気帯び出勤 目標 撲滅

⑤ＣＳ推進

お褒め件数 目標６％増加

苦情件数 目標５％削減

●輸送の安全に関する投資額 予算１６.８億円

＊バス車両更新、増車に伴う投資 予算１５.４億円

＊自動車事業本部従事員の教育指導実施に伴う投資 予算 ０.８億円

＊安全管理体制強化に伴う投資 予算 ０.６億円
（安全設備導入、ＳＡＳ・脳ドック検査・健康診断法定外項目の充実）

安全CSスローガン



（１）安全最優先・法令遵守の職場風土の醸成

ӗ ᾠẉόӗ Ік˔Ϲрχ ρם τνΜοʺּז ʾӗ ᶧḚ τϢϥיּ ♪ χ
☼├τϢϤᾁ βϥρρϜτʺӗ Ω ʾ ︢χ χ τ ϛϘβʻ

社長・安全統括管理者による職場巡視
責任者との懇談会

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 8

点呼立会い



（２）運転士教育（基本体系）

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 9

Å ʾὊᾓʾ ӡ τםṪễӾϬὓᵊם☼

Å ἷὊᾓχσΜ ֫ ●τψʺ
ʾ͙ͤ꜠ πχᾤˑχ τᴂαθễ
ʾ◙₯ẉόӗ ᾦ χ
ʾ ῇχТ϶к˔ϯАФπӾ



Å ֫ ●τ ΰοψ ῇ40זּ ḧχễӾϬם☼
Å 9уὮʺ1ʺ6ʺ3זּ ⱳτІϺиϯАФễ Ϭם☼

3 ) 10͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙

（２）運転士教育（新任運転士）

ễӾ τϢϥễӾם☼ˢ40 ḧˣ

̞ ◙χיּ ˜◙ Ὂᾓ 2͌ ӟ χ◙ ☼םΥיּ

̔ḩἰ τḩβϥễӾʺCS„ ʺ ẎẍẎ „ ˢὓ5 ˣ

̔ ἷּכ τϢϥ  πχṁ Ἡ ʺԁ “Ἡ ˢὓ35 ˣ
̞◕ᵹ ΣϢό‡ᵰ ʺỉ πӗ ֫ χἇ σםṪ◙
כּ χ  χ ʺῖ ệτᴂαθ֫ Ṫ χ︡

̔Ђ˔РІᵒ ●Ɫᶊ︡

9уὮⱳτʺ6ʺ3זּ ễӾ τϢϥТ϶к˔ϯАФϬם☼
◙Ṫם̔ ʺϽи˔ФДϰІϸАЄдрτϢϥṁ Ⱨᶎ™χ‮☼ם

1זּ ⱳτϼйТϰ˔иᾰ τοễӾם☼

 χכּ̔ Ϟ χ“ τϢϥӗ χᾢᵦϬΚϣϠϥ
ῖ Є˔рχ ᾓ

̔Ḿᾑχᵕ τ σӗ ֫ χ ꜡ϞṪ Ϭם τ

新任運転士教習 スキルアップ教習

スキル
アップ



（２）運転士教育（運転士・高齢運転士・指導運転士）

アイマークレコーダー教習 高齢運転士教習 指導運転士教習

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙

Å ӗ ֫ Ἡ ϯϱЫ˔ϼйʺכּ
Ѐ˔Ѝ˔ χễӾṐ∙Ϟᵰ χễ
Ӿ☼ Ϭ ῟τᶨ

Å 60⅞ӟ χ‰ ֫ ●τψʺ♪Ṑ ᾁ
₰ṀἇτϢϤᴥ τϢϥ ʾ ḧʾ
♪ χ ᴟϬ τ◙

Å ◙ ֫ ●τψʺᵰ ṐḩϬᶨ
ΰθםṪễ ρʺễΠ χЪϱр
Е χễӾπ◙ χӲⱱʺΰ
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（２）全運転士への教育（年度方針周知教育）

Å֫ χЮАЈ˔ЅDVDτϢϥӗ Ік˔Ϲрʾ σς χ
Å♪ ᶐễ∙τϢϥӗ ֫ ễӾ χם☼

安全運転教育年度目標周知教育

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 12



（２）全運転士への教育（基本作業手順の周知）

Åṁ ⌠Ộ︣ χ♪ ᶐễ∙τϢϥⱧᾮʺ Ⱨχ™ ♁ ᴂχ

２段階バックの推進扉操作手順の徹底 車内点検の徹底

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 13



（２）全運転士への教育（重大事案の風化防止）

ÅᵃẠχ ⱧӛϬϘρϛθễӾ╒◓ˢⱧᾮχễἩˣʺDVDễ∙τϢϥ Ⱨӛχ ᴟ ♁

事故の教訓

再現映像DVD

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 14



（３）日常監督指導の強化（実施状況の定点確認）

Åᾝ Ḛ τϢϥיּ Ḿᾑῖ₯ πχ֒₮ Ⱳχԁ ♁ ệχᶎ
Å  χӗ ϵзϯχᶨ τϢϥӗ Ἃḧχ™ᶎ
Åᾤ ὀ χ ḚкАϸ˔ Ϊ Ϧχ ρ֫ ᶎ

交差点立ち番 個人携帯電話の管理徹底安全エリアの活用

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 15



（４）情報の伝達及び共有（点呼での映像活用による周知）

Å Ⱨᾮ ♁ϒχḾᾑḇ ΰ ρ™ ♁ ├χẶ χθϛχ σⱧᾮʾПбзМАЕֳ χẶ

事故概要と再発防止対策の共有

16
͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙

ドラレコ映像の配信（事故、ヒヤリハット等）



（４）情報の伝達及び共有（タッチパネル情報板等の活用）

ÅḚᶭ χḾᾑᾤ ότⱧᾮ χ
Å Ϟ Ӫᴷ Ϭᾤ ІЫ˔ЕТ϶р πϜ♪ ᴦ ρΰʺ Ϟ Ϭ῟ τם☼
Åӗ ᶧḚ ϒχЀЬвИϾ˔ЄдрτWEBיּ ꜠ϬᴥΠӗ τḩβϥ Ϭ

運行経路教育、危険個所等の周知

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙

安全目安箱（ＷＥＢ）

17



（５）表彰制度による安全意識及びモチベーションの向上

Åӗ Ӫ꜡ʾЯЎЦ˔Єдрΰ χθϛχ ְỘ ʾ ֫ ● ʺₔ ᵓχ ṍם☼
Å֫ Ṫ ʺ Ἆʺ χ͏ ϬᶆְỘ Τϣχ ֫ ●πẵΜ›ΞЖжϱН˔ЇЀрГІЕᵫ℗
ÅΣẁ ΤϣΣ ϛϬ ΰθ֫ ●χЯЎЦ˔Єдрΰ χθϛχϿАЕЂрϼІ π

優良運転士表彰及び懇談会 ゲットサンクス賞

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 18

ゲットサンクス大賞受賞者は
胸にバッジをつけています！

ドライバーズコンテスト



（６）安全に対する車両設備等の充実

ÅЖжϱН˔Ӱ Ⱳ ᴂЄІГЭˢ͚͙ͨͨˣ ʺ ӗ Ṫ χכּ∏ τϢϥӗ ΰ
Å₮ЂϱЖРв˔ϸЮжχ Ϟ֒ϯрЍ˔Ьж˔χ τϢϤӗ ᶎ χθϛχ♪ ΰ
ÅЖжϱУйЀ˔Ѝ˔χᵊ ᵔ Ṑ τϢϥ ꜘ ꜡ὕ⁮ πӗ ֫ Ϭ◦כ

自動検知式EDSSの導入
ドラレコ機能の活用による

安全運転支援
右アンダーミラーの設置

左サイドビューカメラの導入

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 19



（７）DX（デジタルトランスフォーメーション）による記録管理の適正化及び業務の効率化

Å Ṝ χꜛ ᴟτϢϥ֫ ●χ Ⱳḧχ Ḛ
Å Ԍ χЄІГЭᴟτϢϥ Ḛ χ⌠Ộ῟ ΰ ρ ◙ ễӾχΰ
ÅЯНϱиЄІГЭτϢϥ ὫᴮχЌϱЭз˔σᶎ ρ◙ ϒχᶨ

乗務記録の自動出力化 乗務員台帳システムの導入 添乗記録のシステム管理

自動出力

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 20



（８）健康増進対策（運転士の健康管理の徹底）

Å ὲῴ Ὣᴮχᶨ τϢϥּזԌχὲῴḚ
Å ← ⱳὲῴ ʾSASᾁ₰ʾ ЖАϼᾁ₰ χ τϢϥὲῴṞԍⱧᾮ ♁ρὲῴ

脳ドック検査（ＭＲＩ・ＭＲＡ） ＳＡＳ検査 労災二次健康診断（心エコー・頸部エコー）

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 21



（９）酒気帯び出勤の撲滅

ÅϯиЀ˔иḩ χ ├τ︡Ϥ ϚNPO ASK χԐ ֫ ♁ϱрІЕжϼЌ˔τϢϥ
Ԑ ễӾρ ṓ ό Ỡ χ

ÅϯиЀ˔иᾁ ṀτЎϴАϼ Ϧ ♁Ṑ Ϭ ᴥˢᶎםσ ᾦχם☼ˣ
Å Ḛזּ τϢϥ ᾦ ᵓΜτϢϥ ᾦם☼ ệχᶎ
Åᴪ πχԐ χθϛχέᴪ ϒ︣♠Ϭ ΰʺ ỘԌᴪ ϒχἴ Ϟ ᵔ χ Ӄχם☼

アルコールチェッカーを使用した点呼飲酒運転防止インストラクターの養成、教育 ご家族への手紙

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 22



（10）接遇・サービスの向上

Åӗ ρͨ͘ψԁ ρχ―ΠχϜρʺΣẁ ΤϣχέӪᾋχ ρ ᴂ
Å τᴂαθΣẁ ᴂ χθϛχ♪ ᶐễ∙⌠ ρᶨ ΰθễӾ
Å ᵲχּזᵓЯДиχ―ΠϬṁ ρΰθΣϜοσΰʾ Ἆχ χθϛˮЂ˔РІᵒ ●˯Ɫᶊ︡ χ
ÅМрЖиἹ ΜβˢЄИϯϸ˔ˣϬέכּ χΣẁ ϒχ ӌΜχ︡כּ
ÅНІχ ρӗ σ Ặ χθϛʺ⁯ʾꜛⱵ ρ ὀΰθНІχ Ϥ ễעχᵫ℗

サービス介助士の取得促進 バスの乗り方教室

ṇ ṡ Ṣ ṡ Ṣ

ṕ Ḳ Ṗ

教育ＤＶＤの活用

降車時の対応

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 23

http://www.carefit.org/carefit/system/


（10）接遇・サービスの向上

Åּז χCS ὀếᴟχθϛχͨ͘Ь˔ГϰрϽᵫ℗
ÅΣẁ ᴂχΰ χθϛχᵰ „◖τϢϥк˔иФйϱ ꜠πχḚ ễӾיּ

お客様対応講習ＣＳミーティングの開催

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 24



（11）自然災害等への対応

Åꜛ ←ᵲ χ τ Πθ ᴂи˔иχ
ÅְỘ כּ τΣΪϥ Ⱳχ ᴂἩ ˢừẍ ♁Ἡ ˣχם☼
ÅừẍⱧ ├› Ἡ χ ᵫ℗τϢϥừẍⱧ Ⱳχם῟ ᶎ ρ ếᴟ

対応訓練 「車両避難」

「緊急発電機の配置」

「バス車内の点呼」「緊急停止訓練」

自然災害対策 「ハザードマップの設置」 「対応マニュアルの整備」

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 25

「止水対策」



（11）自然災害等への対応

ÅⱧỘᶨ τ Ξḕẽ ᴻϬ ᾚβϥθϛτ͚ͫНІϬ
Å͚ͫНІψ НАГз˔ρΰο←ᵲ ├τᶨ

EVバスの導入

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙

2021年10月より運行開始
・千里営業所 ２両
・茨木営業所 １２両
・猪名川営業所 ４両
β導入エリア拡大に向け取組みを進めています

ＥＶバスは大容量バッテリーとしても活用
災害時には営業所の照明や通信機器等への
電力供給を行います

26

災害対策



（12）重大な事故・テロ・バスジャック等への対応

重大な事故・ﾃﾛ・ﾊﾞｽｼﾞｬｯｸ対応訓練の実施
（所轄警察、消防と連携）

͒. χӗ τḩβϥὓᵊ˙ ᶆ ︡ ϙτνΜο˙ 27

不審物等への注意喚起
（各停留所、バス車内）

停留所

バス車内



͓.ӗ ᶧḚ יּ

͔.ӗ Ḛ ṛ

͕. χӗ τḩβϥ ẉό◙ṉ Ὁ

常務取締役 河﨑 浩一

別紙 「輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統」参照

別紙 「事故、災害等に関する報告連絡体制」参照

別紙 「安全管理規程」参照

28



͍͌. χӗ τḩβϥ ḗ₰τνΜο

①監査目的：安全管理規程第十条五項及び第十五条に定める輸送の安全に関する監査を実施し、
安全管理体制の「適合性」と「有効性」を検証

②実施期間：２０２４年１１月５日～１２日、２０２５年２月１０日～２７日

③対 象：経営トップ （社長、安全統括管理者、専務取締役）
本社管理部門 （運行計画、要員計画並びに輸送の安全に係る業務の実施及び管理）
運行部門 （神鉄バス株式会社への委託業務を含む）
車両整備管理部門（車両整備管理部門を受託する株式会社阪急阪神エムテック）

④実施内容：経営トップの責務、安全管理体制の運用状況、安全に関する目標設定及び達成状況、
教育及び研修の実施状況に対する是正、予防、改善措置について適正に実施されて
いるかを確認

⑤監査結果：特段の指摘事項はなく、おおむね適正であることを確認
さらなる管理機能の強化が求められる本社部門に対して改善推奨事項の指摘

29
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②運行管理者に係る情報 全営業所 茨 木 柱 本 清和台 芦屋浜

運行管理者数
運行管理補助者数

35
12

15
3

6
1

3
6

11
2

他業務と兼務する運行管理者数
他業務と兼務する運行管理補助者数

12
8

4
2

5
1

3
2

0
3

①運転者に係る情報 全営業所 茨 木 柱 本 清和台 芦屋浜

運転者/正規
運転者/正規以外
健康保険加入者数
厚生年金加入者数
労災保険加入者数
雇用保険加入者数

248
38

286
286
286
286

61
1

62
62
62
62

14
12
26
26
26
26

108
18

126
126
126
126

65
7

72
72
72
72

運転者/平均勤続年数 10年3か月

③整備管理者に係る情報 全営業所 茨 木 柱 本 清和台 芦屋浜

整備管理者数
整備管理補助者数

4
24

1
7

1
6

1
7

1
4

他業務と兼務する整備管理者数
他業務と兼務する整備管理補助者数

1
19

0
6

0
5

1
5

0
3
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任意保険/対人保険金額 無制限

任意保険/対物保険金額 1,000万円

④事業用車両に係る情報 全営業所 茨 木 柱 本 清和台 芦屋浜

大型車両数
最古の登録年
最新の登録年
平均車齢
ドライブレコーダー搭載車両数
デジタコ搭載車両数
ASV搭載車両数

25台
2004年
2020年
16.6年

25台
25台

1台

24台
2004年
2020年
16.5年

24台
24台

1台

1台
2006年
2006年
18.8年

1台
1台

主な運行の態様 学校・企業輸送等

中型車両数
最古の登録年
最新の登録年
平均車齢
ドライブレコーダー搭載車両数
デジタコ搭載車両数
ASV搭載車両数

主な運行の態様 学校・企業輸送等

小型車両数
最古の登録年
最新の登録年
平均車齢
ドライブレコーダー搭載車両数
デジタコ搭載車両数
ASV搭載車両数

12台
2006年
2022年
13.9年

12台
12台

1台

5台
2006年
2011年
16.0年

5台
5台

3台
2006年
2018年
10.8年

3台
3台

3台
2007年
2022年
12.8年

3台
3台
1台

1台
2008年
2008年
16.8年

1台
1台

主な運行の態様 学校・企業輸送等


